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保育

思考力の芽生えを培うための環境・援助のあり方とは

－感じ，考え，試す3歳児の姿からー

1 研究の目的

中央教育審議会の答申において， 「幼児が友達

と共に遊ぶ中で，好奇心や探究心を育て，思考力

の芽生えを培うことが大切であることを考慮し，

幼児一人一人の興味や関心を生かしつつ，友達と

共に試したり，工夫したりして，周囲の環境に対

する新たな視点に気付いたり，新しい考えが生ま

れたりする」 1）ようにすることの重要性が指摘さ

れている。

では，幼児期の「思考力の芽生え」はどのよう

に培われるのであろうか。

松田（2007）は， 「幼児期の子どもの場合，“考

える”という営みは，頭の中でのみ行われること

ではなく，具体的な事物に対して身体的なかかわ

りをもっプロセスの中で進められる」とし，幼児

中期（ 3歳児～4歳半頃）には「まだひとつの物

事に対して多様な角度から考えることはできない

が，何度も何度も繰り返しゃる，思いっきり力いっ

ぱいやる中でいろいろな試みを行うところで気づ

きが得られる。このようにして子どもは物事の性

質や法則を探究するのであるJ2）と述べている。

つまり，幼児中期には，繰り返し試したり，思い

切りやってみたりする実体験の中で，考える営み

が行われ，思考力の芽生えが培われていくことが

分かる。

本園の3歳児は，生活や遊びの中で出合う様々

なことに興味を示し，思いのままにやってみる姿

がある。その中で，不思議に感じたり，もっと面

白くしようと自分なりに考えたり試したりしなが

ら様々な発見や驚きをしている。その一方で，興

味は示すが，自分からかかわろうとしなかったり，
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かかわり始めてもすぐに「できん」と言ってあき

らめてしまったりする姿が見られる。

そこで，これらの実態を踏まえ， 3歳児がもの

や人にかかわって遊ぶ中で，様々な感覚を働かせ

て感じ，やりたいと思ったことに向けて，自分な

りに考え，思い切りやってみる満足感や達成感を

得られるようにしたいと考えた。そしてこのよう

な感じ，考え，試す体験を積み重ねていく中で，

自ら考えようとする「思考力の芽生えj が培われ

ると考えた。

そこで本研究では， 「思考力の芽生えJを培う

ために， 3歳児が感じ，考え，試す体験を積み重

ねられるような環境構成や援助のあり方を追究す

ることを目的とする。

2 3歳児の思考力の芽生えとは

入国したての3歳児は，安心・安定した気もち

で過ごすことによって遊びだすことができる。そ

して，生活の中で心動かす出来事に出合うことで，

「あれ？」 「～したしリとか「こうしてみようJ

と不思議に思ったり，考えたり，つぶやいたりす

る。この時3歳児は，感じたり，考えたり，試し

たりしながら，思いや気づきを表情や行動，言葉

など自分なりの方法で表現している。

このように3歳児は，安心・安定を土台としな

がら， 「感じる」 「考える」 「試すJ体験を積み

重ねていくことが「思考力の芽生え」となり，夢

中で遊ぶ中で「思考力の芽生え」が生かされてい

くのではないかと考えた。

そこで，本研究では3歳児の思考力の芽生えを

次のようにとらえることとした。
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“3歳児の思考力の芽生え”とは， 「身近なも

のや人とのかかわりの中で，安心・安定し，様々

な感覚を働かせて感じ，自分なりに考え，試すこ

と」ととらえる。

3 3歳児の感じ・考え・試すとは

3歳児の「感じる」 「考える」 「試す」を次の

ようにとらえている。

表 1 3歳児の「感じる」 「考える」 『試す」のとらえ

感 「冷たいね」 （感覚） 「すごし、」 （感動）
「あれ？」 「なんで？」 （気づき・疑問）など

じ 。身近な環境にかかわる中で，五感から刺激を受け，

る 心動かされたり，疑問を感じたりすること

考 「きっとこうだよ」 （自分なりの理屈）
「これとあれとどうして違うの？」 （具体物で比べ

え る）

る 「こうしたらどうなるかなJ （予想）など
。不思議に感じたことや疑問に対して，実際にかか
わりながら，具体物で比べたり自分なりの理屈で
予想、を立てて期待したりすること。

試 「やってみようj （意欲）
「もっと～してみよう」 （工夫）など

す 。興味あること・疑問に感じたこと・考えたことな
どについて，自分なりのやり方で繰り返しかかわ
ろうとすること

3歳児の場合，これら 3つが分離しているので

はなく， 「考え」ながら「試し」たり， 「試しJ

ながら「感じ」たりと同時に行っている。

また 3歳児の考え方は自己中心的であり，科学

的に合っているかなどは関係なく，自分なりの理

屈に基づき進められてし、く。教師は，そのような

3歳児なりの思いや疑問を大切にし，子ども自ら

対象にかかわったり考えたり試したりすることが

できるように支えていくことが重要である。

4 研究の方法

(1) 対象児

年少組3歳児21名（男児10名女児11名）

(2）期間・場面

平成27年4月から平成27年12月

好きな遊びの時間において，身近なもの（自然
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現象を含む）や人とかかわる中で様々に感じたり，

自分なりに考えたり試したりしている場面。

(3）方法

3歳児が身近なものや人とかかわる中で，感じ

たり，考えたり，試したりしている様子を実践事

例として書き起こす。この実践事例を用いて本園

で実施している教師 7名を対象にした保育カン

ファレンスと 3歳児の担任自身による事例の考

察を行う。その中で，教師の環境・援助が適切で

あったかを検討するとともに，よりよい環境・援

助を明らかに寸る。

5 実践事例

実践例 1 「シャボン玉遊び」 (9月上旬）

＜背景＞

5歳児がうちわの骨組でシャボン玉をしている

様子を見て 3歳児も興味をもち，「やってみたい」

という声があがる。そこで，教師と一緒に5歳児

の輪に入り，うちわの骨組で思い切りシャボン玉

を楽しんだ。年長組のシャボン玉液が少なくなり，

年少組の石けん遊び、コーナーに帰ってきて，色水

や石けん泡を作り始める。

① 「フライ返しでもシャボン玉できるかな？」

石けんを入れて混ぜていたA児が，フライ返し

を持って帰ってくる。おもむろに，自分がつくっ

た石けん水にフライ返しをつけ始める。つけたあ

とは，振ってみる。水がしたたり落ちるだけで何

もならない。教師は，もしかしてフライ返しでシャ

ボン玉を作ろうとしているのではなし、かと感じ，

「A君，どうしたの？」と聞くと，手にもったフ

ライ返しを差し出しながら「シャボン玉がしたしリ

と言う。そこで、教師はボールにシャボン玉液を入

れて「やってみてごらん」と言って用意した。 A

児がフライ返しをつけて思い切り振ってみるが，

全くシャボン玉が出ない。おかしいなといった表

情で，もう一度フライ返しをつけると今度はゆっ

くり振ってみる。すると，シャボン玉がフライ返
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しの縦長の穴から 3つ飛び、出してきた。 「出

たー！ JとA児。教師も一緒になって「ほんとだ！

フライ返しでもシャボン玉できたね！」と喜んで

いると，今度は， B児が小さな穴のあいたフライ

返しを持ってきて， 「これは？Jと言っている。

「あ！ A君のフライ返しは縦長の穴だ、ったけど，

B君のは小さい穴がたくさんあいててちょっと違

うね。 B君もやってごらん」と勧めると， B児も

液につけてみる。ところが，液をつけて振ってみ

るが，全く何も出ない。おかしいなといった表情

で繰り返すが，何も出ない。するとそれを見てい

たC児が「ふーってしてみたら？」と息を吹きか

ける真似をしながら言う。 「そっか，液をつけて

ふーって息を吹いてみたら，シャボン玉出るかも

ね」と教師が言うと， B児は，フライ返しを液に

つけてふーっと息を吹きかける。すると連なった

泡がたくさん出てくる。 「ほら，出た！」と C児。

「ぶどうみたい！」とA児も喜ぶ。その後は，何

度も息を吹きかけてシヤボ、ン玉を作っていった。

クラス全体でもA児と B児をシャボン玉名人と

して紹介し，フライ返しのシャボン玉を楽しんだ

ことをイ云えていった。

図1 フライ返しでやってみよう

【考察】

事例①では， A児はうちわの骨組からフライ返

しを思いついている。だが年長組のシャボン玉液

がなくなったため，フライ返しでシャボン玉をつ

くることを試すことができずにいた。そこで，教

師は，すぐにシャボン玉液を用意していった。そ

のことで，穴の形の違うフライ返しなど，いろい

ろなもので試すようになった。このように，子ど

もたちがやってみたいと思った時に，すぐにやっ

てみることができるように必要に応じて材料や道

具を用意するなどの環境構成をしていくことが大

切である。そのことで，もっと思い切りやってみ

たいという意欲につながっていくと考える。

② 「“ふつ！”じゃなくて， “ふう～”よ」

次の日，大きな容器にシャボン玉液を入れて，

年少組の石けん遊びコーナーの横に出しておく。

すると紙袋をもってA児が登園する。紙袋には

ラップ等の芯が入っている。母親から「“これで

もシャボン玉できるかも”ってA君が言うので，

持ってきましたj と教えてもらう。大きな容器に

シャボン玉液を入れてあることを教師が伝える

と， A児はいつもよりも早く準備をし，教師を誘っ

て園庭に出た。

まずはラップの芯を液につけて息を吹き入れる

と，シャボン玉の膨らみができかけた。次は，さっ

きよりも勢いよく息を吹き入れるとパンツと膜が

割れてシャボン玉はできない。 「できん！」と言

いながらもう一度勢いよく息を吹き入れるが膜が

はじけてできない。今度は芯に液をつけて左右に

振って風を入れてみる。少し膨らむがやはりシャ

ボン玉にはならない。すると「できん～」とA児

が泣きそうになってきた。教師も「さっきは，シャ

ボン玉膨らみかけたのに，なんでできないのかな

～？」と周りの友だちにも聞こえるように言って

いると，そばで見ていた4歳児が「優しくふいて

みたら？Jと教えてくれる。「優しくってどうやっ

て？」と教師が聞くと「ふっ！じゃなくて，ふう

～よj とやってみせてくれる。 4歳児に言われた

ようにA児が液をつけてふう～っと優しく吹く

と，シャボン玉が膨らんで，大きなシャボン玉が

1つできた。 「うわ！おつきい！」と周りで見て

いた子から驚きの声があがり，みんなでシャボン

玉の行方を目で、追っていると，ふわ～っと高く上

がってパチンとはじけた。 A児と目が合うと満面

の笑みになっている。その後は，他の子もA児の

真似をしてクラスからトイレットペーパーの芯を

持ってきて試したり，フライ返しゃ泡立て器を

持ってきて試したりしていった。
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図2 ラップの芯でもできるよ

【考察】

事例①では， A児がフライ返しで試している様

子を見て， B児は穴のあき方の違うフライ返しを

もってきて真似をしてやってみている。また，ク

ラスでA児の工夫を紹介する場を設けたことで，

事例②では， B児がA児の真似をして泡立て器な

ど様々な道具を出して試す姿が見られた。さらに

A児はクラスで紹介し友だちに認められたことが

自信となり，ラップの芯など新しい素材を家から

持ってきて，道具や吹き方などいろいろと試して

いった。このことから，教師は子どもから新たな

工夫が生じた時に，子どもの発見や工夫をクラス

で紹介する場を設けたり，互いに刺激し合う友だ

ちとのかかわりをつなげたりしていくことが大切

である。

A児は，生活の中でも思うようにならないとぷ

いっと怒ってすぐにやめてしまう姿が見られてい

た。そのため，事例②でA児が， “シャボン玉が

できなし、”という難しさを感じた時に， A児の思

いを受け止めながら， A児の気もちに寄り添って

いった。 「できん～」と言いながらも吹いたり，

横に振ったりと自分なりに試すA児の姿から，教

師に見守られることで安心して取り組んでいるこ

とが分かる。このように，子どもが難しさを感じ

た時に，気もちを受け止め，寄り添う教師が側に

いることで子どもは安心し，意欲や興味をもって

考えたり試したりできると考える。

また4歳児とのやりとりの場を作ることで， 4

歳児に教えてもらったやり方から刺激を受けて，

真似をしながら膨らますことができた。満面の笑

みのA児の表情からは，試したり工夫したりしな

がら友だちゃ4歳児とのかかわりの中で自分の力

で行うことの満足感を味わっていたことが分かる。
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3歳児がこのような満足感を味わうことができる

ようにするには，教師が一方的に答えを出すので

はなく， 3歳児の心の動きに沿って共に心を動か

したり，思いを出し合う友だちとのかかわりをつ

なげたりするかかわり方が大切であると考える。

実践例2

『はらぺこあおむしのお家づくり」 (9月下旬）

＜背景＞

「はらぺこあおむし」の絵本が好きで，よく読

み聞かせていたある日のこと。保育室入口の扉の

横でサナギになりかけているアオムシを発見する。

①「はらペこあおむしを守りたい』

「あ！あおむしがいる！はらぺこあおむし！」

とD児が言っている。見ると，アゲ、ハチョウの幼

虫が保育室の扉の真横でサナギになろうとしてい

る。高さも床から 10センチほどの高さで，今にも

誰かが蹴ってしまいそうな状態である。 「こんな

ところで、サナギになって誰かの足にあたったらど

うしよう。大丈夫かな？」と教師が心配して言っ

ていると， E児が「じゃあ，葉つばをかぶせたら？」

と言い，走って桜の葉つばを取ってきて葉っぱで

覆うようにしようとするがうまく立たない。する

と「葉つばをつなげてお家みたいにしたら？」と

F児，「木の枝を立ててそれに葉っぱつけたら？」

とG児が言いだす。そこで，園庭に枝を拾いに行

き， 3人がアオムシの周りに枝を立てていると，

他の3歳児も興味をもって，葉つばを拾ってきて

棒に突き刺したり，中に敷き詰めたりして手伝い

始める。次第に素敵な空間が出来上がってし、く。

すると突然F男がりまし、！看板！」と折り紙を

差し出す。そこには，何やらベンでさらさらと書

いてある。 「なんて書いてあるの？Jと教師が聞

くと， 「“あおむしをさわらないで、ね”って書い

てある」と F男が言う。そこで教師は，その言葉

を鉛筆で小さく絵の端に描き，何日も置いておけ

るようにラミネートをした。その看板を見て他の

子どもたちも真似をし，たくさんの看板を作って
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立てかけ，あおむしの家ができあがる。 「これで

あおむしさんを守れるね！」と子どもたちは大喜

び。 「明日はちょうちょになるかな？」 「ちょう

ちょうになったら，あかちゃん車且をつくって仲間

に入れてあげようよ」など，サナギになりかけて

いるあおむしを見ながらつぶやいている。

図3 この枝立ててみよう！

図4 はらペこあおむしのお家

②「変身しとる！」

次の日から毎日，登園するとサナギのところに

走っていって観察するようになる。次の日には，

幼虫の姿から黄緑のサナギに変わっている様子を

見て， 「わ！変身しとる！サナギ！ J 「昨日はア

オムシだったのに，形が違う！」と驚く。さらに

次の日には，壁の色と同化し灰色のサナギに変

わっている。 「色が変わった」 「どこにあるんか

わからんかったよ」 「壁と同じみたしリ 「今，ね

むっとるんよねJ「何日も眠るんよ。そしたらちょ

うちょになるんよねj とはらぺこあおむしの絵本

を思い出しながらつぶやいている。

そして数日後，サナギの背中に穴が開いて，中

には何もいなくなっていた。 「ちょうちょになっ

たんじゃない？」 「ひらひら飛んでお母さんのと

ころに帰ったんよ」 「お家作ってあげてよかった

ねJと言いながら園庭を見渡している。そして「元

気でね～！」 「また来てね～！ Jと園庭に向かつ

て手を振りながら叫んでいった。
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惨 事争

図5 形が変わったよ！

【考察】

子どもたちは，見つけたアゲハチョウの幼虫を

絵本の「はらぺこあおむし」に重ね合わせていっ

た。考え試しながらお家を作る中で，「ちょうちょ

になったら赤ちゃん組をつくって仲間に入れてあ

げようJと言っていることからも，あおむしに愛

着や親しみの気もちをもっていったことが分かる。

このことから日々読み聞かせている絵本のイメー

ジが，直接自然にふれる中で子どもの思いやイ

メージ，さらには愛着の気もちを膨らませるきっ

かけとなることが分かつた。このように，子ども

たちのイメージややってみたいという意欲を膨ら

ませるために，季節や子どもの興味に応じた絵本

を読み聞かせたり，すぐに調べられるような図鑑

を身近な環境に用意したりすることが大切である。

事例①では，教師のサナギを心配する言葉がけ

が子どもたちの心を動かし，あおむしを守るため

に自分なりに考えたり，友だちと一緒に木の枝や

葉つばを探したり看板を立てたりしようとする意

欲を生じさせることになった。また，事例②で子

どもたちはサナギの背中が割れているのを見て，

蝶になり羽ばたいていったと感じ， 「ぼくが守っ

てあげたJ 「お家作ってあげてよかったねJとし、

う満足感をもつことになり，その後はかたつむり，

見虫などの生き物にもっとかかわってみようとす

る意欲につながっていった。

事例②では， 3日聞かけてアオムシは劇的な変

化を遂げている。実際に毎朝観察する中で，その

変化に驚き感動する姿が見られた。 「形が違う」

「色が変わった」など前日と比べて違いに気づい

たり， 「ねむってるんだねJと自分なりのイメー

ジを膨らませたりする姿である。このように，踊

化（サナギになる）などの自然事象は日々変化し
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ていくものであるため，取り上げる機会を逃さな

いようにし，感じ，考える体験へつなげていくこ

とが大切である。

実践例3 「ころがし遊び』 (12月）

＜背景＞

年長組の作った車に興味をもった3歳児が「H

ちゃんも車作りたい！」と言っている。そのこと

を5歳児に伝えると， 「作ってあげるよj と言っ

て，保育室の部屋で，ベットボトルのふたに穴を

あけてタイヤにして車を作ってくれる。車づくり

をきっかけに，コースづくりが始まる。

① 『最後まで転がしたい！ J 

車ができると， 「車を走らせる道もいるんよ」

と5歳児が言う。そこで，教師が必要な材料を用

意すると，牛乳パックやトレイをガムテープで、つ

なぎ、合わせた道がつながる。その様子に興味を

もった3歳児が集まり始め，みんなで転がる道を

どんどんつなげていく。

ところがしばらくすると， 「最後まで転がらな

い！ここで、落っこちるよ」と困った表情で I児が

言っている。途中のガタガタに波打つたトレイの

ところで，道をそれて落ちてしまう。しばらく悩

んでいたが， 「横が開いとるから落ちるんじゃな

い？これ付けたら？」と J児がトイレットベー

ノfーの芯を持ってくる。すると「これは？ JとI

児がラップの箱を持ってくる。それぞれ素材を

持ってきてトレイの横に壁を作る。そして，転が

してみると，見事に最後まで道を転がり落ち，「最

後まで、転がった～！」と大喜びしていった。

図6 「これをつけたら飛び出さないかな？J
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②「これ転がしたら音がするかな？」

道ができあがると， 「これも転がるかも！」と

ビニールテープやトイレットペーパーの芯など転

がりそうな素材をもってきて試してし、く。

すると K児が「先生，これ転がしたら音がする

かな？」とカップの中に切ったストローを入れた

マラカスを見せる。教師は「面白いね！やってみ

ようよj と言い，一緒に転がしてみる。かすかな

音をたてて転がる。 「あ！カシャカシャって音し

た！」とK児が喜ぶ。すると，再び製作コーナー

に帰ってし、く。今度はストローだけでなく， ドン

グリを 2個入れている。再び誘われ一緒に転がす

とストローだけの時よりも大きな音をたてて転が

る。 「あ！今度は，カラカラっていった」と K児

が言っている。 「本当だ，さっきはカシャカシヤ

だったのにカラカラって聞こえるねj 「この中，

何が入っているの？」と教師が聞くと，「ストロー

とドングリ 2個入れたJとK児が得意げに答える。

そのやりとりに興味をもって見ていたL児。製

作コーナーで、マラカスを作ってもってくる。透明

のカップなので，中がよく見える。「見て！ Lちゃ

ん。ストローもドングリも入れてみた！ Jと見せ

にくる。一緒に転がすとさらに違う音がし，喜ぶ。

その後は，いろいろな友だちがカップの中に園庭

で、拾った石や枝などいろいろな素材をいれて試す

姿が見られるようになっていった。

図7 「マラカスを転がしたら音がでるかな？」
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【考察】

事例①では， 5歳児の作品がモデ、ルとなり，「あ

んなふうに車を作りたしリという子どもの意欲を

呼び起こしていた。 3歳児にとって 5歳児は憧れ

を抱く存在であり，自分の知らないこと・難しい

ことへの挑戦への意欲を駆り立ててし、く。教師が，

異学年の5歳児とのかかわりをつなぐことで， 3 

歳児の遊びを発展させるとともに， 3歳児同士の

思いの出し合いにつなげていくことが大切である。

事例②では，車だけでなく，身近にある転がり

そうな素材や道具など何度も試す姿が見られた。

今回は， トイレットペーパーの芯やカップ，空き

箱など形の違う素材を分類して置いてあったこと

で，子どもたちは， 「これは転がるかな？ Jと考

えながら，転がすものを選ぶことができた。

また子どもたちはいろいろなものを転がす中で，

何度も「これ転がしてみるね」 「これ転がしたら

どうなるかな？ Jなどそばで見守る教師に言いに

きている。教師は，子どもたちのやろうとしてい

ることを認め，転がらなくても「どうして転がら

ないんだろうね」と問し、かけながら寄り添って

し、った。このように結果よりもやろうとしたこと

を認める教師，失敗しでも責めず「どうしてうま

くし、かなかったのかな。次はこうしてみる？」と

アイデアを出し合える関係の教師が側にいること

が子どもたちの繰り返しやってみようとする意欲

につながっていくと考える。

6 実践を終えて

実践を積み重ねる中で， 「思考力の芽生えj を

培うために， 3歳児が感じ，考え，試す体験を積

み重ねられるような環境構成や援助について大切

な点が次のように明らかになってきている。

(1)子どもが自然事象に興味をもっている時を見

逃さずに，ともに立ち止まり，見つめ，共感す

る援助

実践例2の踊化（サナギになる）などの自然事

象は日々変化していくものであるため，取り上げ

る機会を逃さないようにし，感じ，考える体験へ

つなげていくことが大切である。特に子どもが一

番興味をもった時期を見逃さないことが大切で，

教師は，その自然事象とのかかわりにおいて，常

に子どもと共に驚き，感動し，不思議に思う気も

ちを忘れないようにすることが大切である。

また，一緒にじっと見つめてくれる教師が側に

いることで，子どもは安心して生き物を見つめる

ようになる。そして教師が 生き物の思いがけな

い変化に驚いたり感動したりする子どもたちの気

もちに共感し，一緒に驚き感動すると，子どもは

さらに集中して生き物を見つめるようになる。こ

のように，自然現象に子どもとともに立ち止まり，

見つめ，共感する教師の存在が大切である。

(2）子どもたちの発見を認め，問いかける援助

実践例2のアオムシを見つけて驚いたときや実

践例3のころがしを見守ってほしいときには，子

どもたちは必ず教師に言いに来ている。このよう

に， 3歳児は自分が見つけた発見や気づきを教師

に見てほしい聞いてほしいという気もちが強く，

「すごいよ！来て！」と呼ばれることがよくある。

そのとき，どのような対応するかで，その後の子

どもの意欲や遊びの展開が違ってくる。子どもの

弾んだ気もちをそのまま受け止めて，子どもと共

にその場に駆けつけ，子どもが何に対してどのよ

うに驚いているのか，何を感じとっているのかを

理解するように努め，教師自身が共に感じ，共に

楽しむ存在になることが大切である。また，子ど

もたちの気づきが深まるように必要に応じて問い

かけていくことが大切である。

(3）子どもがやりたいと思ったことを実際に試し

たり繰り返したりできるような環境構成

実践例 1では， A児のフライ返しでシャボン玉

を作ってみたいという気もちにすぐに応じてシャ

ボン玉液を用意したことで，自分なりに考えなが

らシャボン玉を作ることができた。このように，

子どもたちがやってみたいと思った時に，すぐに

やってみることができるように必要に応じて材料

唱
E
Aqu 
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や道具を用意するなどの環境構成をしていくこと

が大切である。

また，実践例3では，転がしたいものを自分な

りに選べる環境があったことで， 「これも転がる

かな？」とつぶやきながら何度も試す姿が見られ

た。このように，遊びに必要なものを自分で選べ

る環境があることで，子どものやってみたい思い

が満たされ，もっとやってみたいという意欲にも

つながっていくと考える。このように，繰り返し

試すためには，自分で考えて選択できる環境が大

切である。

(4）子どもがやりたいと思ったことに対してあき

らめずに取り組めるような援助

実践例1では，思うようにシャボン玉が膨らま

ず， 「できん～」とA児が訴えてきている。その

後は教師の見守りの中で安心し横に振るなど自分

なりに試すA児の姿が見られた。特に3歳児は，

「こうやりたしリと思ってやってみるものの，な

かなかうまくできずに，教師に助けを求めてくる

姿がよく見られる。このように，子どもが問題に

ぶつかったときにやろうとしたことを認めてくれ

る教師， 「どうしてうまくし、かなかったのかなj

と寄り添ってくれる教師がいることがし、ることが

大切である。このように困ったときに安心して

戻っていける教師の存在があるからこそ，子ども

は自分から興味をもって環境に繰り返しかかわっ

ていくことができるのである。

(5）同学年や異学年の様々な発見や工夫にふれる

場の設定やかかわりをつなげる環境構成と援

助

実践例1では，実際に友だちが工夫する様子を

見られるように友だちとのかかわりをつないだり，

クラスで工夫を紹介する場を設けたりしたことで，

友だちの真似をして様々な道具で、シャボン玉を

作ってみようと試す姿が見られた。このことから，

教師は子どもから新たな工夫が生じた時を見逃さ

ずに取り上げ，互いに刺激し合う友だちとのかか

わりをつなげたり，子どもの発見や工夫をクラス
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で紹介する場を設けたりしていくことが大切であ

ると考える。

また，実践例3では， 5歳児の車やコースは，

3歳児にとってはとても魅力的なもので、あった。

そのため教師が5歳児とのかかわりをつなぎ＼作

り方などを教えてもらったことをきっかけに，自

分なりにまたは友だ、ちの刺激を受けながら考えた

り何度も転がしてみたりする姿が見られた。この

ように5歳児のより豊かな遊びに刺激を受けて，

やってみたいという気もちをもてるように，異学

年とのかかわりをつないだり，異学年でのかかわ

り合いが自然に起こるような環境構成の工夫を

行ったりすることが大切で、ある。

以上のように研究をすすめる中で， 3歳児の思

考力の芽生えは，教師との信頼関係を基盤としな

がら，安心して思い切りやってみる中で，様々に

感じたり，考えたり試したりする体験によって培

われることが分かつた。また教師は， 3歳児が興

味をもってかかわる中で，何を感じ，何を考え，

何を試そうとしているのかを理解することから，

次に必要な環境構成や援助が見えてくるのであり，

子ども理解なくして，思考力の芽生えを培うこと

はできないと改めて実感することとなった。

そのため，環境構成が目の前の3歳児の「やっ

てみたし、」思いや心の動きに即したものか，また，

一人ひとりの発達段階を理解した上で的確な援助

ができたかなど，しっかりと日々の保育の振り返

りをしていくことが今後も課題であると考える。

これからも， 3歳児の不思議さや発見の喜び，

思い切りやってみる過程に寄り添い，共に感じた

り，考えたり，試したりできるような環境構成や

教師の具体的な援助のあり方をさらに追究してい

きたい。
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